
・損益状況につきましては、有価証券利息や受入手数料が増加

したものの、貸出金利息の減少や貸倒引当金戻入益の減少等

により、経常収益は前年同期比5億38百万円減少の82億94百

万円となりました。また、経常費用は人件費を中心に経費が

増加したことにより、前年同期比2億13百万円増加の68億65

百万円となりました。

　その結果、経常利益は、前年同期比7億51百万円減少の14億

29百万円、中間純利益は前年同期比6億17百万円減少の9億

10百万円となりました。

・預金残高につきましては、個人預金や法人預金が順調に増加

した結果、前年同期比74億24百万円増加の8,995億69百万

円となりました。

・貸出金残高につきましては、中小企業向けや個人向け貸出の

ほか、公共向け貸出が順調に増加したことから、前年同期比

293億74百万円増加の7,275億80百万円となりました。

■業績の概況（単体）

■主要な経営指標等の推移

回　次 第151期中間 第152期中間 第153期中間 第151期 第152期

決算年月 平成26年9月 平成27年9月 平成28年9月 平成27年3月 平成28年3月

経常収益 百万円 9,269 8,832 8,294 16,914 16,604

経常利益 百万円 2,439 2,180 1,429 3,329 3,363

中間純利益 百万円 1,895 1,527 910 － －

当期純利益 百万円 － － － 2,185 2,107

資本金 百万円 9,061 9,061 9,061 9,061 9,061

発行済株式総数 千株 96,199 96,199 96,199 96,199 96,199

純資産額 百万円 45,939 47,986 48,235 48,080 49,105

総資産額 百万円 964,813 976,878 981,877 971,586 991,358

預金残高 百万円 887,137 892,145 899,569 886,253 908,450

貸出金残高 百万円 680,576 698,206 727,580 704,198 721,999

有価証券残高 百万円 212,832 167,799 154,831 185,088 153,018

1株当たり配当額 円 3.00 3.00 3.00 6.00 6.00

自己資本比率 ％ 4.7 4.9 4.9 4.9 4.9

単体自己資本比率（国内基準） ％ 10.99 11.24 10.70 10.65 10.76

従業員数
人

691 704 721 677 683

（外、平均臨時従業員数） （200） （225） （223） （212） （225）

（注）1.消費税および地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。
　　2.自己資本比率は、（中間）期末純資産の部合計を（中間）期末資産の部の合計で除して算出しております。
　　3.単体自己資本比率は、銀行法第14条の2の規定に基づく平成18年金融庁告示第19号に定められた算式に基づき算出しております。

当行は国内基準を採用しております。
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